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1．名称及び代表者名

　　・ロイヤルクリーナー株式会社リファイン大分

　　・代表取締役　　宮迫賢太郎

2．本社　所在地

　　〒879-7306　大分県豊後大野市犬飼町下津尾10番地

　　（TEL） 097-579-7455　　（FAX） 097-579-7454　　（E-mail) refineoita@oct‐net.ne.jp

3．環境管理責任者及び担当者

　　・環境管理責任者兼事務局 ：　営業部　　　　　　　　部長　　鈴木

　　・環境管理推進委員 ：　生産部　　　　　　　　部長　　

：　生産部　ふとん課　　課長

：　営業部　リネン課　　係長

：　生産部　リネン課　　主任　

：　総務部　　　　　　　　主任　

4．設立及び資本金

　　・設立　　　　1986年２月２８日

　　・資本金　　2000万円

5．事業内容

　　・旅館・ホテルのリネンサプライズ業務

　　・法人・一般個人向け布団丸洗い業務

　　・法人・一般個人向け貸布団業務

　　・介護施設向け洗濯代行サービス

6．事業規模

事業規模 単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

売上高 百万円 251 276 412

従業員数 人 51（内パート25） 50（内パート24） 59（内パート29）

床面積 ㎡ 1,592.55 1,592.55 1,592.55

7．事業年度

　　・３月～２月

８．認証登録の対象範囲

　　・全組織、全事業

　１　組 織 の 概 要

―　【　２　】　―



　２　実　施　体　制

代表者

社長　　宮迫賢太郎

環境経営管理責任者

営業部　部長　　鈴木

区  分 　　　役割　　 　権限　　 　責任

全　従　業　員

環境委員会　　グリーン購入

環境委員会　  　電力

生産部　部長

生産部　主任 総務部　主任

環境委員会　　社会貢献活動

総務部　主任

環境委員会　洗剤・薬品・廃棄物

代表者

・環境経営に関する統括責任者

・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する。

・環境経営管理責任者の指名

・環境経営方針を定める

・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制を定める

・代表者による全体の評価と見直しを実施する

・環境経営レポートの承認

・環境経営目標、環境経営活動計画の立案協議、各部門に対する伝達

・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点の検討と報告

・環境経営活動に関する意見交換

環境経営管理責任者

・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

・エコアクション２１推進委員会の責任者

・環境経営関連法規の取りまとめ表の承認、遵守状況評価結果の承認

・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制の確認

・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

・問題点の是正及び予防処置の承認

・環境経営レポートの確認

事務局

・環境経営管理責任者の補佐、エコアクション２１推進委員会の事務局

・環境関連文書の作成、及び記録の管理

・環境経営に関する実績の取りまとめ

―　【　３　】　―

事務局

営業部　部長　　鈴木

事務局　　副

総務部　主任

 環境委員会　 　Ａ重油・水

生産部　部長

推進委員
部門責任者

・自部門における環境経営活動の実施推進

・自部門における環境経営活動の実施、目標達成状況を委員会へ報告する

・自部門の活動に必要な手順書等の作成と管理

・自部門の問題点の発見と是正処置・予防処置を実施する

・環境経営活動に関する意見交換

EA２１推進委員会

・環境経営管理責任者の補佐、エコアクション２１推進委員会

・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制の構築・実施

全従業員
・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する

・自主的、積極的に環境経営活動に参加する

・環境経営システムの運用、管理状況を環境経営管理責任者に報告する

・問題点の是正及び予防処置の構築

・環境経営活動に関する意見交換

・外部コミュニケーションに関する窓口

・環境経営レポートの作成

環境委員会　責任者

営業部　部長　　鈴木

環境委員会　　軽油・ガソリン

営業部　係長



●　　基本理念

私たちは、クリーニング業を通じ、環境に配慮した生産、配送、事務処理を心がけ、

感謝の心で世の中を快適にするサービスをお届けします。

そして、全社員で環境保全に取り組み、持続可能な社会づくりに貢献します。

●　　行動指針

⑴具体的に次の事に取組みます。

　①電力・化石燃料などの消費に伴う二酸化炭素排出量を削減する。

　②資源を大切にするための３Ｒ（Reduse・Reuse・Recycle）に努める。

　③水資源を大切にするため節水に努める。

　④化学薬品を適切に管理し、環境に有害な物質の使用量を削減する。

　⑤原材料及び事務用品のグリーン購入を促進する。

　⑥事業所周辺の清掃活動を推進する。

これらについて環境経営目標、環境経営計画を定め、定期的の見直しを行い、

継続的な改善に努めます。

⑵環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

⑶この環境経営方針は、全社員に周知するとともに社内外に公表します。

制定日　：　令和３年２月２３日　　　　　　　

 ３　環 境 経 営 方 針

            ロイヤルクリーナー(株)リファイン大分

代表取締役　宮迫　賢太郎

―　【　４　】　―



基準年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和２年度実績 目標値 目標値 目標値

単位 基準年度比 基準年度比 基準年度比

526,710 521,443 516,176 510,909

ℓ △　１　％ △　２　％ △　３　％

166,216 164,554 162,892 161,230

ｋＷｈ △　１　％ △　２　％ △　３　％

202,589 200,563 198,537 196,511

ｋＷｈ △　１　％ △　２　％ △　３　％

56,857 56,289 55,720 55,151

ℓ △　１　％ △　２　％ △　３　％

7,844 7,766 7,687 7,609

ℓ △　１　％ △　２　％ △　３　％

5,712 5,655 5,598 5,541

ℓ △　１　％ △　２　％ △　３　％

9,119 9,028 8,937 8,845

㎥ △　１　％ △　２　％ △　３　％

　　　　　　　　　㎏ 実績把握 実績把握 実績把握

－

実績把握 △　１　％ △　２　％

－

優先購入 継続 継続

継続 継続

継続 継続

1,991,859 1,971,940 1,952,022 1,932,103

ｋｇ-ＣＯ２ △　１　％ △　２　％ △　３　％

7.92 7.84 7.76 7.68

【　各年度の対象期間は、決算年度　3月～翌年２月　】

総売上対比＝ＣＯ２排出量／総売り上げ金額　( kg-CO2　／千円)

CO２係数　＝電力１　：　エフビット令和２年度　0.468ｋｇ-CO2（調整後排出係数）

　　　　　  　＝電力２　：　新出光　令和２年度　0.511ｋｇ-CO2（調整後排出係数）

　

１-② 電力使用量削減　１

　４　中期環境経営目標　（令和３年３月策定）

環境方針
の番号

選択課題

１-① Ａ重油使用量削減

１-③ 電力使用量削減　２

１-④ 軽油使用量削減

１-⑤ ガソリン使用量削減

１-➅ 灯油使用量削減

2 水使用量削減

3
一般廃棄物排出量削減

（　シーツ・タオル類）

4 化学物質使用量削減

5 グリーン購入の推進

6 社会貢献活動
道路　ごみ拾い　毎週１回

駐車場・道路　草刈２回／年

二酸化炭素排出量削減
（　CO２排出量　）

総売上対比

―　【　５　】　―



基準年度

令和２年度実績 目標値 実績値 目標達成率

単位 基準年度比 実績基準年比

526,710 516,176 674,210

ℓ △　２　％ 128.0% 76.6%

166,216 162,892

ｋＷｈ △　２　％

202,589 198,537

ｋＷｈ △　２　％ 140.2% 71.3%

56,857 55,720 71,685

ℓ △　２　％ 126.1% 77.7%

7,844 7,687 6,369

ℓ △　２　％ 81.2% 120.7%

5,712 5,598 5,064

ℓ △　２　％ 88.7% 110.5%

9,119 8,937 13,951

㎥ △　２　％ 153.0% 64.1%

　　　　　　　　　㎏ 実績把握 実績把握済み 100%

令和３年　　1711 1,694 1,939

品数 △　１　％ 113.3% 87.4%

－

継続 優先購入 100%

実施

実施 100%

1,991,859 1,971,940 2,310,715

△　１　％ 116.0% 85.3%

7.92 7.84 5.61 139.8%

【　各年度の対象期間は、決算年度　3月～翌年２月　】

電力使用量＝換算係数が統一されたため合計にて集計

　　　　　　　　　CO２係数　＝電力１　：　エフビット令和２年度　0.468ｋｇ-CO2（調整後排出係数）

総売上対比＝ＣＯ２排出量／総売り上げ金額　( kg-CO2　／千円)

　５　環境経営目標　（令和４年３月～令和５年２月　）及び実績

環境方針
の番号

選択課題

令和４年度

１-① Ａ重油使用量削減

１-② 電力使用量削減　１

１-③ 電力使用量削減　２

１-④ 軽油使用量削減

ガソリン使用量削減

１-➅ 灯油使用量削減

2 水使用量削減

506,800

―　【　６　】　―

6 社会貢献活動
道路　ごみ拾い　毎週１回

駐車場・道路　草刈２回／年

二酸化炭素排出量削減　　ｋｇ‐CO2
（　CO２排出量　）

 総売上対比

3
一般廃棄物排出量削減

（　シーツ・タオル類）

4 化学物質使用量削減

5 グリーン購入の推進

１-⑤



   〖　水使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

６　環境経営目標　（令和４年３月～令和５年２月　）実績評価

   〖　Ａ重油使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・気温が低い3月～5月での使用料が多く、売上対比の0.177％を上回る0.198％であったが、機械設備のス
チームトラップの交換を実施し7月以降の改善がみられた。同様に12月～2月も使用量の増加がみられるが
急激な売り上げの伸びを考慮すれば想定内と判断する。今後も売り上げ増が見込まれる中、CO２排出量の
約８割を占める項目であるため注視し、売上対比の目標数値を0.160％に上方修正する。

   〖　電力使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・工場内エアコン設置の影響を想定しルール制定も行ったが、やはり6月～9月での増加がみられた。
電力に関しては工場の稼働時間が大きく左右するため、生産効率を向上し残業の軽減、定時内の稼働を
生産部として計画的に行っていく。

   〖　軽油使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・7月からの新規顧客５件、12月からは新規７件のため配送車を増台した影響での8.2％増。一台当たりの月
間走行距離は安定しているので、燃費に対する意識継続を重点とする。

   〖　ガソリン使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・送迎人数は増加したが、ルートの効率化を計り目標を達成できている。今後も車両の管理も含め継続す
る。

   〖　灯油使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・売上増の中で、前年比99.5％と達成している。乾燥室を使用する商品が減少傾向であるためだと推測す
る。　同一商品を集中して洗い、乾燥機の使用を集約する。.

―　【　７　】　―

・洗濯用水を河川の濾過水で賄っているが、5月～6月梅雨時期には不足しがちで上水道を使用している。

貯水タンク（36㎘）を増設したが目標達成とはいかなかった。　今期末、新たに120㎘の貯水タンクを増設

予定、さらに水位管理のシステムで削減に取り組む。

   〖　一般廃棄物排出量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・シーツ、タオル類のゴミとしての廃棄はほぼゼロです。リサイクル業者への提供となっている。新たに衣類等
への再生業者とも契約し提供が始まった。　業者ごとに分別が必要となってくる。

   〖　化学物質使用量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・前年の実績把握からの削減目標であったが、売上増の中で１６品目中８品目は前年を下回っている。バッ
チ水洗機への適量投入が徹底したためだと判断。増加品目は連洗機対象なので、薬剤準備と適量調整を
管理していく。

   〖　グリーン購入の推進　〗　評価及び今後の取り組み

・優先購入は継続している。在庫管理をし、早めの発注も出来ている。

   〖　社会貢献活動　〗　評価及び今後の取り組み

・駐車場と会社周辺道路の草刈りは年２回と定例となっている。　周辺のごみ拾いも継続する。
・４回目となる火災避難訓練も実施でき、毎年１回実施を計画する。

   〖　二酸化炭素排出量削減　〗　評価及び今後の取り組み

・売上増（基準年比164％）にて工場稼働増に伴い、Ａ重油　電力　上水道の使用量増加が顕著である。
今期、第３工場の建設を行い、貯水タンクを増設し上水道使用の削減を図るが、蒸気ボイラー　機械設備
の新規導入の影響が懸念される。各部署での担当・責任を明確にして取り組んだ上で、新たな基準を策定
する。　加えて浄化槽の容量不足も新設にて対応する。



環境経営
方針の番号

1
３～５
月

６～８
月

９～１１
月

１２～２
月

〇 〇 △ △

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 △ △ 〇

△ △ △ △

- 〇 〇 -

- △ △ -

- 〇 〇 -

〇 〇 △ 〇

△ △ △ △

〇 〇 〇 〇

× - × -

△ △ △ △

△ △ 〇 〇

△ - × -

△ △ △ △

〇 〇 〇 〇

〇 - - 〇

〇 〇 〇 〇

△ △ △ △

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

△ △ △ △

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

- 〇 〇 -

〇 - - -

二酸化炭素
排出量削減

 ７　環境経営計画と取組状況の評価

★評価基準　：　〇出来た　　△一部出来た　　×出来なかった

目標課題 具体的な行動（　活動　） 取組状況評価

1-➀ Ａ重油消費量削減

1.ボイラー日報の記入・管理

2.薬液、塩は毎朝チェック

3.機械設備の蒸気バルブはこまめに閉める

4.蒸気漏れの修理は迅速に対応する

5.配管の保温シールを点検

1-②③ 電力消費量削減

1.工場、事務所、不必要箇所の消灯

2.エアコンの設定温度（　夏28℃　冬20℃　）

3.エアコンは休憩時間には電源を切る

4.エアコンフィルターの清掃（定期を部門ごとに設定）

5.機械設備の電源は必要部分だけにする。

6.結束機の電源はこまめに切る

1-⑤ ガソリン消費量削減

1.運転日報の記入・提出

2.エコドライブ研修会の実施

3.タイヤ空気圧のチェック　毎月

1-④ 軽油消費量削減

1.運転日報の記入・提出

2.エコドライブ研修会の実施

3.タイヤ空気圧のチェック　毎月

1-⑥ 灯油消費量削減
1.乾燥室の点検メンテナンス

2.石油ストーブの設定温度　20℃

2 水使用量削減
1.給水ポンプの点検・清掃

2.洗車時の節水

4
化学物質

使用量削減

1.洗剤・薬品等の在庫管理を徹底する

2.洗剤・薬品等の投入量を均一化する

3.取扱の注意書きを表示する

3
一般廃棄物
排出量削減

1.ビニール包装の簡素化促進

2.シーツ類の破棄はリサイクル業者へ渡す

3.コピーは両面印刷や裏紙を活用

―　【　８　】　―

5 グリーン購入の推進
1.再生紙の購入促進

2.エコマーク・グリーンマーク商品の購入促進

6 社会貢献活動

1.地域ごみ拾い活動

3.火災避難訓練の実施

2.会社周辺・駐車場の草刈り　年２回
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適用項目 チェック方法 担当者 実施日 結果

一般廃棄物 処理業者の確認 鈴木
令和5年

4/15 〇

産業廃棄物 処理業者の確認　　（該当なし） 鈴木
令和5年

4/15 －

消防用設備 避難訓練の実施 宮迫
令和5年

4/15 〇

警報設備の点検 宮迫
令和5年

4/15 〇

消火設備（消火器）の点検 宮迫
令和5年

4/15 〇

ボイラー ボイラー業者による定期点検 鈴木 毎月 〇

定期検査 業者による定期点検 宮迫 毎月 〇

業者による法定点検 宮迫 年１回 〇

定期点検　（３か月に１回） 鈴木
令和5年

4/15
〇

廃棄時、業者に依頼 鈴木 ー 該当なし

スポットクーラー（リース）管理 リース会社へ依頼 鈴木 ー 〇

エアコン・冷蔵庫・洗濯機の廃棄 廃棄、代替え時、業者に依頼 鈴木 ー 該当なし

ノートパソコン、周辺機器の廃棄 代理店からメーカーへ廃棄 上田 ー 該当なし

リース車両の期間満了時 リース会社へ返却 鈴木 ー 該当なし

自社所有車両の廃車 引き取り業者へ引き渡し 鈴木 ー 該当なし

盗難防止の施錠 担当者によるチェック 宇薄

保管品の表示 担当者によるチェック 宇薄

保管数量の管理 担当者によるチェック 宇薄 毎日

―　【　9　】　―

浄化槽法

 　環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況　　2022/3～2023/2

関係法令

廃棄物処理法

消防法
（危険物関連）

大気汚染防止法

家電リサイクル法

パソコン
リサイクル法

自動車
リサイクル法

ー 〇水質汚濁防止法 排水
非常事態時、関連機関に報告し
対応を協議する

宮迫

フロン排出抑制法
パッケージエアコンの管理

環境関連法規等への違反はありません。

また、関係当局より違反等の指摘もありません。

訴訟・苦情・要望もありませんでした。

毒劇物取締法

-
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　出席者
　代表者　　 宮迫賢太郎　　　　　環境経営管理責任者　鈴木

　環境委員　：　生産部・部長　　生産部・主任　　総務部・主任

　９　代表者による全体評価及び見直し結果

　会社名 　ロイヤルクリーナー(株)リファイン大分

　見直し実施日 　令和　５年　７月　１０日

★ 全体の評価と見直し ★

　評　価　事　項 環境管理責任者の所見
代表者の評価及び

変更の必要性の有無等

環境関連法規等の遵守状況 遵守できている。
社員一同しっかり遵守できていると思
う。

環境経営目標の達成状況

達成率８５．３％であったが、売上比
では大きく上回っている。価格改定も
影響するが今後、対生産数量も検討
する。

売上高との対比で考えて結果は上出
来と言える。

環境経営計画の実施状況 前年に引き続く項目にて実施。 SDGｓ宣言を今後考えている。

判　　断 指　示　事　項

取組状況の確認評価と
問題点の是正、予防処置の状
況

スポットクーラー、結束機の電源切り
忘れ、管理記録簿の記入漏れが目
についた。

もっともCO2排出量の多い重油に関しては
意識はできているが、電力に関してはまだ
まだと感じる。

外部からの苦情の有無及び
対応結果

苦情および要望はありませんでし
た。

苦情なし

その他 特になし。 特になし。

★ 見直しの必要性の判断と代表者の指示 ★

　環境経営方針
継続しながら次のステップへの移
行が必要。

SDGｓ宣言後の全体の動きを検証す
る。

　環境経営目標 仕事の効率化がカギ。 働き方改革と合わせて考えていく。

　環境経営計画 現状の実施内容を継続する。 定期的な観測を今後も継続していく。

　実施体制
全社的な取り組みになることが課
題。

メンバーの入れ替えで全社的意識を
高める。

―　【　１０　】　―

　その他の指示
全体的によくできているので今後も継
続してほしい。


